
157-158_日大紀要51号_事業報告_SK.smd  Page 1 21/03/05 16:47  v4.00

― 157 ―

経済科学研究所2020 年度事業報告

Ⅰ 共同研究

共同研究は，継続プロジェクトが 3件，新規プロジェク

ト 3件で，研究終了後 1年以内に『紀要』にその研究成果

論文を発表する予定である．

※新型コロナウィルスの影響により，研究期間が延長され

るプロジェクトあり．

2019年 4月〜2021年 3月（共同研究 A）

「リスク管理者としての政府に関する研究」

河越 正明（日本大学経済学部教授）

川出 真清（日本大学経済学部教授）

児玉 直美（日本大学経済学部教授）

長町理恵子（追手門学院大学准教授）

前田佐恵子（内閣府官房人事課企画官）

2019年 4月〜2021年 3月（共同研究 B）

「数理・統計解析によるリスク資産の分析」

戸塚 英臣（日本大学経済学部専任講師）

生亀 清貴（日本大学経済学部専任講師）

三井 秀俊（日本大学経済学部教授）

2019年 4月〜2021年 3月（共同研究 C）

「労働分配率の低下の原因とその効果に関する実証分析」

権 赫旭（日本大学経済学部教授）

井尻 直彦（日本大学経済学部教授）

羽田 翔（日本大学法学部助教）

菅沼 健司（日本銀行企画役）

荻島 駿（三井住友トラスト基礎研究所研究員）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 A）

「ユーラシア内陸地域の経済発展における立地優位性と

インフラの重要性」

陸 亦群（日本大学経済学部教授）

リ ケ（日本大学経済学部教授）

前野 高章（日本大学通信教育部准教授）

安田 知絵（日本大学生産工学部助教）

羽田 翔（日本大学法学部政治経済学科助教）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 B）

「低金利環境下における金融をめぐる諸問題に関する研究」

橋本 英俊（日本大学経済学部専任講師）

三井 秀俊（日本大学経済学部教授）

大内 雅浩（日本大学経済学部准教授）

2020年 4月〜2022年 3月（共同研究 C）

「寡占とネットワーク」

横井のり枝（日本大学経済学部准教授）

手塚広一郎（日本大学経済学部教授）

小林 信治（日本大学経済学部特任教授）

権 赫旭（日本大学経済学部教授）

Ⅱ 研究会

2020年度は，研究会（成果報告）を 2回実施した．

211回 2020年 11月 14日

2018〜2019年度共同研究 A成果報告

「AIがもたらす産業へのインパクト」

大槻 明（日本大学経済学部教授）

米澤 聡士（日本大学経済学部教授）

坂野 徹（日本大学経済学部教授）

大澤 秀雄（日本大学経済学部特任教授）

江上 哲（日本大学経済学部非常勤講師）

井口 詩織（岐阜協立大学経営学部講師）

212回 2020年 12月 24日

2018〜2019年度共同研究 B成果報告

「経済グローバリズムと文化・政治・制度における地域

主義の対抗と調整」

根本志保子（日本大学経済学部教授）

金田 耕一（日本大学経済学部教授）

岸田 真（日本大学経済学部准教授）

Ⅲ 『経科研レポート』のWEB掲載

『経科研レポート』No.46 を経済科学研究所のホーム

ページに掲載．

Ⅳ 経科研ワーキング・ペーパーの発行

2020年度は，以下のワーキング・ペーパーを発行した．

① 20-01

「ハミルトニアン・モンテカルロ法を用いた Stochastic

Volatilityモデルのベイズ推定による外国為替相場の

分析」

（執筆者：戸塚 英臣，三井 秀俊）

② 20-02

“Nationalist thought in pre-war Japan”

（執筆者：Atsushi Tsuneki）

③ 20-03

「ハミルトニアン・モンテカルロ法におけるリープフ

ロッグ法による SVモデルのベイズ推定への影響」

（執筆者：戸塚 英臣，三井 秀俊）

④ 20-04

“Risk Sharing and Asset Commonality in the Financial
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Sector”

（執筆者：Kenta Toyofuku）

Ⅴ 2020年度経済科学研究所運営委員会

委 員 長 酒巻 俊之

副委員長 呉 逸良

委 員 池本 修一，杉原 茂，村田 安寧

幹 事 桑田 志朗，山口 真

以 上


